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安
倍
「
教
育
再
生
」
政
策
の
真
の
狙

い
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
た
め
の

「
人
材
」
と
「
戦
争
す
る
国
」
の
「
人

材
」
（
兵
士
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
国

民
）
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
道
徳
を
正
規
の
教
科
に
“
昇
格
”
さ

せ
、
全
教
科
の
上
に
お
き
、「
愛
国
心
」

な
ど
を
植
え
つ
け
る
教
育
の
強
化
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
も
う
隠

せ
ま
せ
ん
。 

高
校
生
の
政
治
的
活
動
に
関
す
る

通
知
案
は
学
外
で
の
政
治
的
活
動
を

「
学
業
や
生
活
な
ど
に
支
障
が
認
め

ら
れ
る
」
と
す
れ
ば
禁
止
を
ふ
く
め
規

制
す
る
。
生
徒
会
や
部
活
動
で
の
政
治

的
活
動
を
全
面
禁
止
、
学
内
で
の
活
動

は
放
課
後
や
休
日
で
も
制
限
・
禁
止
す

る
等
、
政
治
的
思
考
さ
え
も
萎
縮
さ
せ

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

教
員
に
対
し
て
も
「
政
治
的
中
立
性
」

を
強
調
し
ま
す
が
、
学
校
で
現
実
の
政

策
や
政
治
的
問
題
を
取
り
扱
う
の
を

避
け
さ
せ
る
こ
と
自
体
が
、
政
治
問
題

を
考
え
批
判
す
る
精
神
を
養
う
機
会

を
奪
い
た
い
政
権
に
よ
る
「
政
治
的
」

な
押
し
つ
け
、
政
治
的
偏
向
に
他
な
ら

な
い
の
で
す
。 

そ
し
て
、
罰
則
規
制
を
設
け
る
。 

こ
れ
は
も
う
脅
し
と
し
か
言
い
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早
急
に
学
習
を
深

め
、
対
処
し
た
い
も
の
で
す
。 

     

          

７日に発足した第３次安倍改造内閣。安倍晋三首相を含む２０人の閣僚のうち、

公明党の石井啓一国土交通相を除く全員が、「日本会議国会議員懇談会」「神道政治

連盟国会議員懇談会」「みんなで靖国神社に参拝する国会議員の会」の三つの議員連

盟のいずれかに所属してきた「靖国」派の政治家であることが明らかになりました。 

「道
徳
の
教
科
化
」。
一
八
歳
選
挙
権
の
実
施
を
前
に
、
出
さ
れ
る
高
校
生
の
政
治

的
活
動
に
つ
い
て
の
新
た
な
通
知
。
小
中
学
校
で
政
治
活
動
を
し
た
教
員
に
罰
則
を

科
そ
う
と
い
う
「義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
の
政
治
的
中
立
の
確
保
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
」。
時
代
が
逆
戻
り
し
た
か
の
よ
う
な
「教
育
」へ
の
圧
力
を
、
如
何
に

し
て
は
ね
返
し
て
い
く
か
‼
教
職
員
組
合
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

戦
争
法
廃
止 

新
た
な
う
ね
り
、
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で 

総
が
か
り
行
動
が
集
会 

 

２
０
０
０
万
署
名
提
起 

「
必
ず
安
倍
政
権
を
倒
し
、
戦
争
法
を

廃
止
す
る
。
野
党
は
協
力
を
。
今
日
は

新
た
な
決
意
の
場
で
す
」
―
。
「
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員
会
」
が
、
８
日
夜

に
東
京
都
内
で
開
い
た
集
会
で
は
、
２

０
０
０
万
人
を
目
標
に
し
た
統
一
署

名
運
動
、
毎
月
１
９
日
に
全
国
で
行
動

を
続
け
る
こ
と
な
ど
、
主
催

者
の
訴
え
に
会
場
が
一
体
と

な
り
ま
し
た
。
教
育
の
危
機

も
こ
の
流
れ
で
押
し
返
し
ま

し
ょ
う
。
今
、
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
“拡
散
”で
す
‼ 

次は 10･19 総がかり 戦争法廃止 国会正門前行動 

18時半～都教組は正門向かって左側公園前方左手に伸びる歩道 
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「だれの子どもも殺させない」 
第６１回日本母親大会 in 兵庫に参加して   渡部 京子 

巾広い層の人々が、「戦争法案」の廃案に向けて行動を起

こしている今年の夏。 

私も何度か国会前に出向いています。子どもたちの生命を

守ることから出発した母親運動の底力が正に求められる時

勢に、大会に参加しないわけにはいきません。 

日目に参加した「特別企画 ー世界を知ろう、考えよう

ー 」の分科会でも、休憩時間に国会前行動の様子が紹介

され、全国の皆さんに力を与えていました。 

東京に住む私達が地の利を活かして、率先して動かなけれ

ばいけないと痛感した夏となりました。 

それにしても、各地にはそれぞれの分野で活躍されてい

る素敵な方が沢山おられるんだなと思います。全体会で聴

いたケイ・シュガーさんの「多喜二」の歌に涙し、講演で

はシングルマザーになりたての弁護士金杉さんから、日本

国憲法の 一番の柱は１３条「個人の尊重」であり、平和主

義・三権分立・国民主権は１３条を実現するための手段で

あることを学び直しました。分科会ではフリージャーナリ

ストの西谷さんが製作したという、関西特有の乗り満載の

安倍政権のパロディに大笑い。平和を求める人々の地道な

運動に共感し、私も私なりにできることを地道に続けてい

こうと思いました。 

小さな子ども達を連れ、デモに参加する若い母親の姿が

報道されています。     母親達が声を上げている「だ

れの子どもも殺させない」という言葉に頷いています。 

 

 

日本母親大会に参加して 
    江教組  竝木 たき子 
 母親大会に参加して、たくさんの元気をもら

いました。 

全大会では、憲法について、弁護士の金杉美

和さんは「憲法の中で１番大事なものはどれだ

と思いますか。」と聞かれました。９条の平和か

なと思いましたが、金杉さんは、「基本的人権の

尊重（憲法１３条）。憲法は私たち一人ひとりの幸

せのためにある。私たちの幸せより国や体制の

利益が優先される排除しておく、これが憲法の

考えです。」と話されました。本当にその通りだ

と思います。 

 分科会、安倍政権の「教育再生」と私たちの求

める教育では、今、○○スタンダードが一律に押

しつけられている学校が増えている。次の学習

指導要領では授業方法についてまで、規定され

るかもしれない。（今までは、指導内容だけ） 

というお話を聞き、これでは、子供たちは学校

嫌い・勉強嫌いが増えて大変なことになると思

いました。また、西宮のある中学校では、道徳の

年間計画を仲間作り、障害者、環境、平和、人権

などのテーマを決めて実践していると紹介さ

れました。 

 全大会でも分科会でもたくさんの仲間がいる

ことを実感でき、大変有意義な２日間でした。 

 

講師：大貫 耕一先生 

 

 

「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

な
？
」
日
頃
の
実
践
で
困
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？ そ

ん
な
悩
み
を
持
ち
寄
り
、

み
ん
な
で
解
決
し
よ
う
‼ 

そ
う
考
え
て
、
計
画
を
始
め

た
実
践
講
座
で
す
。 

是
非
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
「
こ

ん
な
の
が
い
い
な
。
」
の
学
習
会

へ
の
希
望
も
お
寄
せ
下
さ
い
。 

前
回
行
っ
た
「
国
語
・
文
学

の
授
業
づ
く
り
」、
参
加
者
か
ら

の
感
想
か
ら
学
習
会
の
よ
う
す

が
伝
わ
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

「
国
語
、
文
学
の
授
業
づ
く
り

を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
う

っ
す
ら
と
見
え
て
き
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
や
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
す
る

か
自
分
な
り
に
考
え
試
し
て
み

た
い
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。
」 

江戸川教研会議はすぐに役立つ実践の研修をめざしています。 

そして 

次回は 

こういう学び

も私たちを豊

かにします。 
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